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｢カーボンニュートラル(脱炭素)｣とは、
温室効果ガスの排出量を減らし、植林･森
林管理などによる吸収量とイコールにし
て、排出量を実質ゼロにすることです。
温室効果ガスの排出量をゼロにすること

は非常に困難なため、脱炭素の実現には、
私たちの生活による温室効果ガスの排出量
をゼロにするのではなく、温室効果ガスの
排出量から吸収量を差し引いた｢実質の排
出量｣をゼロにすることを目指しています。

地球は、太陽の熱によって暖められま
す。地表から放射される熱を温室効果ガス
が吸収・再放射して大気が暖まり、私たち
が暮らしやすい温度に調節しています。し
かし、近年、温室効果ガスが人間の活動に
よって増加し、熱をうまく放出することが
できずに気温が上昇していることが、地球
温暖化の原因と考えられています。
地球温暖化による長期的な気温の上昇に

より、大気中の水蒸気が増えることで、異
常気象や自然災害の危険性が高まってお
り、最高気温の上昇や海面の上昇など、目
に見える影響も増えています。
地球温暖化を防止するためには、温暖化

の原因となる温室効果ガスを大幅に削減す
る必要があります。そのために、ガソリン
車から電気自動車への移行や再生可能エネ
ルギー＊の利用促進、省エネ対策など、世
界中で取り組みが進められています。
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ization）」「エコ（Eco）」「活動･生活（活）」の3つの要素を組
み合わせた言葉で、カーボンニュートラルを目指して行動や生活習慣を変容するための取り組
みです。市では、5月に｢デコ活宣言｣を行い、積極的にデコ活を推進しています。

二酸化炭素の排出量を減ら
す取り組みをはじめ、脱炭素
に貢献するものは全て「デコ
活」です。皆さんの日常のち
ょっとした心がけ
が未来の伊勢原の
自然や暮らしを守
る一歩につながり
ます。

東京電力エナジーパートナー株式会社との
合意に基づき、太陽光パネルをアクアクリー
ンセンター（伊勢原終末処理場）に設置します

こどもみらいプラザに太陽光
発電を設置し、再生可能エネ
ルギーを活用しています

家電の省エネ化は毎年進んでおり、最新の省
エネ家電に買い替えることによって、10年前の
製品と比べ、エアコンでは約14％、冷蔵庫では
約21～30％の省エネができるといわ
れています。市ではデコ活を推進す
るため、省エネ家電製品へ買い替え
る人に、最大6万円を補助します。
対 象　省エネ家電製品であるエアコン、冷
蔵庫を買い替える人※1世帯1回限り。令和5年
度に実施した市省エネ家電製品の補助金を受領
された世帯は申請できません
条 件　6月25日(水) ～9月30日(火)に市内の
登録店舗で購入･設置した対象商品※申し込み
状況により早期に終了する場合があります

補助金額　対象家電製品の本体購入価格(税抜
き)の2分の１で上限5万円※対象は2製品まで
【補助金額の上乗せ】市内に本店を有する店舗か
ら購入、または自宅で太陽光発電などの再生可
能エネルギー電気を使用している場合は、補助
額を1万円上乗せ
申し込み　
①対象家電を購入…6月25日以降に市内の登録
店舗で対象家電と家電リサイクル券を購入し、
申請チケットをもらいます。
②家電を設置…家電を設置後、家電リサイクル
券の控えを受け取ります。
③申請…申請チケットに記載されているQRコ
ードから、シリアルナンバーなどの必要事項を
入力し、添付書類とともに電子申請します※郵
送での申請も可
補助対象の省エネ家電製品
◆冷蔵庫＝2021年省エネ基準達成率100％以上
◆エアコン＝2027年省エネ基準達成率100％以上

▪問省エネ家電製品買換え応援キャンペーン事務局
050-3818-1437(午前10時～午後6時)

県では、省エネ改修や太陽光発電の導入などの
取り組みにさまざまな支援を行っています。詳し
くは、問い合わせ先へご確認ください。
住宅の省エネ改修
既存住宅の窓などの省エネ改修に係る費用の一
部を補助します。
▪問県補助金審査事務局
050-3852-1017(午前8時45分～午後5時)

初期費用0円で太陽光発電を「0円ソーラー」
リース料や発電した電力の販売などで費用を回
収するため、初期費用がかかりません。設備は一
定期間後、住宅所有者に無償譲渡されます。詳し
くは、県ホームページをご覧いただく
か問い合わせ先へ※設備が無償譲渡さ
れるまでは、リース料または、使用し
た電気代を支払う必要があります
▪問県脱炭素戦略本部室 045-210-4115

2050年までに排出量を実質ゼロに
市では、令和3（2021）年にゼロカーボンシ

ティいせはらを表明し、2030年は2013年度
と比較して46％の削減、2050年に二酸化炭
素の排出量実質ゼロを目指しています。目
標達成に向けて市民･事業者と一体になっ
て取り組みを進めていく必要があります。
また、｢令和6年度市民意識調査｣では、

「カーボンニュートラルに取り組む市民の
割合」は28.7％となっています。2030年の
目標は80％です。皆さんもカーボンニュー
トラルの実現に向けて、日常生活でできる
「デコ活」を始めませんか。

地球温暖化は、二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスがた地球温暖化は、二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスがた
くさん排出されることで進むといわれています。温室効果ガスくさん排出されることで進むといわれています。温室効果ガス
は私たちの衣食住や移動といった日常生活の中でも排出されては私たちの衣食住や移動といった日常生活の中でも排出されて
います。伊勢原市の年平均気温は40年前に比べて約1度上昇しいます。伊勢原市の年平均気温は40年前に比べて約1度上昇し
ており、私たちにとって地球温暖化は身近な問題です。ており、私たちにとって地球温暖化は身近な問題です。
環境省では、カーボンニュートラルを実現するための新しい環境省では、カーボンニュートラルを実現するための新しい

国民運動｢デコ活｣を推進しています。国民運動｢デコ活｣を推進しています。
伊勢原の自然や暮らしがこの先も続くよう、一人一人にでき伊勢原の自然や暮らしがこの先も続くよう、一人一人にでき

ることから始めてみませんか。ることから始めてみませんか。
環境対策課環境対策課 94-473794-4737

家電のほかにも デコ活をサポート
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小さな積み重ねが大きな力に小さな積み重ねが大きな力に
太陽光発電の設置

公共施設45施設の照明を順次LED化
し、省エネに取り組んでいます

照明のLED化

施設で使用している電気を｢CO₂排
出量実質ゼロ｣の電気に切り替えて
います

｢CO₂排出量実質ゼロ｣の
電気に切り替え

再生可能
エネルギー

太陽光
発電 バイオマス

発電

地熱発電

風力発電 水力発電

通年で軽装勤務を実施し、過度な冷
暖房に頼らないようにしています

職員の軽装勤務

特設サイト

県ホームページ

省エネ家電への買い替えや、照明のLED化によって手間なく省エネできます。

古い家電を省エネ古い家電を省エネ
家電に買い替え家電に買い替え

よく使う部屋の電球よく使う部屋の電球
からLEDに変えるからLEDに変える

リサイクルでリサイクルで
ごみを減らすごみを減らす

家電販売店の皆さま
　本キャンペーンの参加には事前の登録が必要
です。登録を希望する店舗は問い合わせ先へ。

＊使用時に温室効果ガスを排出しないクリーンエネルギー

こまめな節電で省エネできます。住宅の省エネ改修は、快適な生活と安心安全
にもつながります。

使っていない電源使っていない電源
プラグを抜くプラグを抜く

OFF

断熱窓に改修して断熱窓に改修して
室温を保つ室温を保つ

太陽光発電や太陽光発電や
蓄電池を使う蓄電池を使う

フードドライブフードドライブ＊＊

に参加するに参加する

食品ロスの削減で、食品の加工･輸送･廃棄にかかる二酸化炭素排出量の削減が
できます。

食品を食べきり、食品を食べきり、
使い切る使い切る

生ごみを絞って生ごみを絞って
水をよく切る水をよく切る

ぎゅっ

＊家庭で余っている食べ物を
取りまとめて福祉団体や施設
などに寄付する活動

働き方を見直して、通勤に伴う二酸化炭素排出量の削減ができます。

テレワークを活用テレワークを活用 通勤に公共交通通勤に公共交通
機関を使う機関を使う

ちょっとした移動ちょっとした移動
は自転車や徒歩では自転車や徒歩で


